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小学校 5 学年 で は､ 社会科や 国語科で ｢ ニ ュ ー ス 番組作り｣ に 関す る単元 が あ る｡ こ れ ら の 学習 と関連 づ けて ､

教科横断的な総合的な学習 と して ､ 情報 リ テ ラ シ
ー (情報を読 み書 き す る力) を 子 どもた ち に つ け た い と考え た｡

そ こ で
､
｢ 身近 にあ る笹尾中央公園を周りの 人 に より知 っ て も らう｣ ｢ 情報 リテ ラ シ

ー の 力を つ け る｣ こ とをね ら

い に
､ 総合的な 学習の 時間の 単元 ｢ 笹尾中央公園を宣伝 しよ う｣ に 取り組ん だ ｡ 伝え 手と受 け 手の 認識が

一 致す

るか の 振り返り を 繰 り返 して い く こ とは ､ メ タ認知能力獲得の 基礎 とな る と考え る｡

今回の 実践 で は ､ ゲ ス ト との や り 取り や ニ ュ
ー

ス 作り ･ 単元 全体で 相当な時間数を必要と した｡ 総合的な 学習

の 時間 は､ 時間が 掛か る活動領域だ が ､ 練り上 げの 過程が 必要で ､ そ こ に値打 ちが あ る と考 え る｡

辛
- ワ ー

ド : ｢ メ デ ィ ア ･ リテ ラ シ ー ｣ ｢ メ タ認知｣ ｢ ニ ュ ー ス｣ ｢ コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン｣ ｢練 り上 げ｣

1 は じめに - ｢ 笹尾中央公園｣ と 5 学年メ

デ ィ ア単元

親しい友達とは多くの 時間を過ごすが ､ 学級の 場 に な

ると自分の 思いを伝え よう としな い子どもた ち｡ 学習 に

対して 主体的に何かをした い と いう思いをなかなか表現

しな い子どもた ち｡ 挙手した り発言したりす る子 ･ 発言

に対して 反応したり付け足したり質問したりす る子が ､

ほ と ん ど い なか っ た｡ 4 0 人単学級の 中に埋もれ て いる

様子だ っ た ｡

学年当初の 子どもた ちの 姿 に対して ､ 自分た ちが調 べ

た こ とを表現す る手段や ､ 人 との つ な がりを深め て いく

コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ンの 力を育て た い と考え て い た｡ こ れ

は
､ 学習 に対す る関心 ･ 意欲が ､ それ ま で の 学年で あま

り積み重ね られ て こ なか っ た と感じたた め で ある｡ 学習

集団の関わりの 中で ､ 子 どもたちの 関心 ･ 意欲を持て る

土台作りか ら始める こ とが求められ て い ると判断した｡

笹尾中央公園は､ 子 どもた ちの遊び場にな っ て い たり､

こ れ ま で の学年で の授業で活動したりと､ 様 々 な活動を

して い る身近な場所で ある｡ 子 どもたちが自然や人と関

わる こ とが できる場､ 子 どもたち の身近に あり､ い つ で

も気軽に安心 し て立 ち寄れる場､ 地域 の方 の願 い や思い

が込められ て い る場 で あり､ 価値 の高 い地域教材で ある

と考えた｡

5 学年 に は､ 社会科 ｢ わたしたち のく らしを支える情

報｣ ( 大阪書籍) ､ 国語科 ｢ ニ ュ
ー ス 番組作りの現場から｣

( 光村図書) と い う教科書教材がある ｡ こ れ らの 学習と

関連づ け て ､ 教科横断的な総合的な学習を進めて いく こ

と に した｡
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2 メタ認 知の 機会として のメデ ィ ア ･ リテラ

シ ー

今の 社会に は､ 様 々 な メ デ ィ ア があり､ 情報があ ふ れ

て い る ｡ ｢ メ デ ィ ア｣ と は､ ｢ 媒体｡ 手段｡ 特 に ､ マ ス
･

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 媒体｡ ｣
` 1'

の こ と で あ る｡ 以前は

テ レ ビ や ラ ジオ ､ 新聞だ けだ っ た が ､ 最近は､ イ ン タ
ー

ネ ッ トや携帯電話も盛ん に使われる よう になり､ 子 ども

自身もこう い っ たメ デ ィ ア を使う こ とが増え て きた｡

子 どもたちの 生活の 中にもメデ ィ ア は深く入り込んで

い て ､ ｢ ゲ
ー ム 脳｣ や メ デ ィ ア と の 付き合い方に つ い て

懸念され て い る｡ 最近 で は､ イ ンタ
ー ネ ッ トや携帯電話

の 利用の 仕方にま つ わる ト ラ ブ ル に つ い て の 問題も提起

され て い る｡

(1) それぞれのメデ ィ ア が持 つ特色を知る

｢ メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シ ー

｣ と は ､
｢ 情報が流通する媒

体 ( メ デ ィ ア) を使 い こ なす能力｡ メ デ ィ ア の 特性や利

用方法を理解し､ 適切な手段で自分の 考え を他者に伝達

し､ あ る い は､ メ デ ィ アを流れ る情報を取捨選択して 活

用す る能力の こ と｡｣
` 2'

と され て い る｡

我 々 は ともす れば受身的にメ デ ィ ア と関わり､ 知 らず

知らず の うち にメ デ ィ ア の 影響を大きく受けて い る｡ 情

報 の送り手に は伝えた い意図が ある｡ 情報 の受け手がそ

れ を無批判に受容す るだけだ と､ 悪影響を受ける危険が

ある｡ ど の よう にメ デ ィ ア と付き合え ば い い の かを考え

るため に ､ 視聴者が番組を批判的に見たり､ 情報を能動

的に発信したりす る活動が必要で ある｡

自分たち の メ デ ィ ア との 関わりを振り返るこ とで ､
そ

れ ぞれ の メ デ ィ ア の 特色に気づくことが で きると考える｡

ま た､ 自分たち で番組を作る こ と で メ デ ィ ア の 送り手

を経験し､ メ デ ィ ア を利用する時に活かす ことが できる｡
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(2) メ デ ィ ア を活用して地域の よさを共有する

社会で は様 々 な出来事が起こ っ て い るが ､
す べ て を番

組で取り上 げる こ とばで きな い ｡ メ デ ィ ア は伝達する情

報を取捨選択して いる ｡

｢ メ デ ィ ア は
､ 世界で 起 こ っ て い るさま ざまな出来事

の なか で
､ 何がも っ とも重要で 何が そ れ ほ ど重要で な い

か と いう こ とや ､ 重要性の 順位を日 々 決定し､ そ の 解釈

に もと づ い て 構成する 『現実』 を ､ 私た ち に提示して い

る｣
(3 '

こ と に気 づく必要がある｡

｢ メ デ ィ ア リ テ ラ シ
ー と は､ ( 中略) メ デ ィ ア が誰 に

よ っ て どの よう に作られたか ､ どん な技術と知恵で で き

あが っ て い るかと い う こ とを よく知り､ 吟味しながら選

ぶ こ と､ ま た自分た ちで も作 っ たり､ 表現 したりで きる

よう になるため の素養や能力を育む営みで す｡ さ ら に ､

メ デ ィ ア が情報をただ伝えるため の道具で はなく､ そ の

人らしさや地域の よさを共有するため の道具で ある こと

な ど
､
メ デ ィ ア をめぐる文化に つ い て も意識で きるよう

に なる ことも視野に入 っ て い ます｡ ｣ ( 下線は引用者)
( 4)

どの 情報を選択 し､ どの よう に情報を発信す るか､ 情

報リ テ ラ シ
ー

( 情報を読み書きす る力) を子 どもたち に

つ け て いく必要があると考える｡

しかも､ 地域教材に つ い て調 べ ､ 地域 の メ デ ィ ア に 出

演して い る人から学ぶ こと で ､ こ れ ま で の メ デ ィ ア とは

違 っ た見方を知り､ 情報 の選択 ･ 事実を伝える こ と の大

切さ に気 づ き､ 主休的に身近に学ぶ ことが で きる｡

(3) メ タ認知能力を育て る

情報を相手に伝える に は､ 自分 の認識自体を客観的に

認識対象とす る こ とが で きる ｢ メ タ認知｣ 能力が必要で

ある｡

相手 に伝える内容だけ で はなくて自分が ある こ とを相

手に伝え て い ると い う こ と自体を意識し､ 事実を正確に

伝え て い るか､ こ の伝え方で伝え手で ある自分と受け手

で ある相手の認識を
一

致 させ る こ とが で きるかを振り返

る｡ こ の振り返りを繰り返し行なう過程で ､
メ タ認知能

力が高度化して いく｡

教科の 授業で は､ 教 える内容 ･ 時間 に制約がある の で ､

子 どもが伝え る活動を反復して 行なえる条件が整い にく

い ｡ 総合的な学習の 時間で メデ ィ ア ･ リ テ ラ シ ー と い う

テ
ー マ を設定すると ､ 比較的ゆ っ た りした時間配分の 中

で伝え る技術を身に付けて いく活動 ( カリキ ュ ラ ム) 杏

編成で きる ｡ 活動の 中で 教師は子ども の メ タ認知が育 っ

た か どうかを確かめる こ とが で きる ｡

主体的に情報を発信するため に は ､ 自分たち に ｢ ぜ ひ

とも伝えた い ! ｣ と願うもの があるか どうかが問われる｡

他者と の 会話を通して 問題解決し､ 学習の振り返りを行

な っ て いく｡ 他者と の やりとり に よ っ て ､ 自分 の考えが

伝わ っ た か どうか気づ い て い く｡ そ の過程で ｢ 自分は こ

の よう に考え､ こ の よ う に 伝え て い た｣ と い う こ と自体

を意識するよう に なる ｡ こ の よ うな メ タ認知を繰り返し

行える環境を作 っ て い く こと で ､ 自己認識､ 他者認識も

深ま っ て い く｡

3 単元の 指導計画 (全 92 時間)

情報の発信する側に なり､ 相手 に わかりやすく伝える

手段を考える ことを年間テ
ー

マ に 設定 し､ 笹尾中央公園

を宣伝する活動を組んだ｡

1 学期 指導計画 (全 29 時間)

第 一 次 ｢ 笹尾中央公園｣ を調 べる課題作り 6 時間

笹尾中央公園に 出掛け､ 五感を働かせ て感じた こと ･

発見した こと ･ 知りた い こ とを見 つ け､ こ れ から調 べ て

いく課題を持たせた｡

○ 春 の笹尾中央公園に行き､ 番号作文を書く④

○ ポス トイ ッ トで課題作りをす る ②

第二次 4 つ の リサ
ー チ活動 1 2 時間

笹尾中央公園とい う題材に対し て ､ 実際 の ゴ ミ拾 い活

動 ･ 自然観察 ･ 町役場 へ の質問 ･ 当時 の こ とを知る方に

お話を伺う ､
と い う活動を行な っ た｡

○ 企画書作り ･ 打 ち合わせ ④

○ ゴ ミ 0 作戦 (笹屋中央公園) ③

○ 植物リサ ー チ部隊 (笹尾中央公園)

○ 池 ･ 公園 に つ い て の疑問解決 (町土木課) ②

○ 桜に ま つ わる語間き取り ( 岡本勇さん) ③

第三次 授業参観で ｢紙芝居セ ッ シ ョ ン｣ を 11 時間

1 学期は ｢ ポ ス タ
ー セ ッ シ ョ ン｣ を通 して事実を見 つ

める視点を持たせ た｡ 笹尾中央公園に つ い て家の 人 に情

報を発信す る活動をした｡

○ ス ト
ー リ ー

作 り

○ 下書き ･ 清書

○ リ -
- サ ル ･ 本番

○ 振り返り (作文 ･ ポ ー

ト フ ォ リ オ)

2 ･ 3 学期 指導計画 (全6 3 時間)

②

⑤

③

①

下記の 時数以外に ､ 国語 ｢ ニ ュ
ー ス 番組作りの 現場か

ら｣ に ⑨時間､ 社会 ｢くらしを支える情報｣ に③時間｡

第
一 次 ｢ メ デ ィ ア｣ とは 3 時間

自分た ちの メデ ィ ア と の 関わり に つ い て考えながら､

ニ ュ
ー

ス 番組の 構造を読み取 っ た｡ そ して ､ 発表会ま で

の プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム を作り､ 班活動を取り入れた｡

○ 自分たち の メ デ ィ ア と の 関わり調査 ②

○
一

分間の ニ ュ
ー

ス 番組分析 ①

第二次 ｢週刊笹尾 中央公 園トピ ッ ク ス｣ を作ろう

33 時間

ゲ ス トテ ィ
ー チ ャ

- と何回も関わる場を持ちながら､

デ ジ タ ル カ メ ラ や ビ デオな どの メ デ ィ ア機器を使い ､ 自

分たち で ニ ュ
ー

ス 番組を作 っ た｡

○ とう い んプ ラ ム チ ャ ン ネ ル の見学 ③
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○ 企画会議 (何を伝えた い か) ③

○ 取材 (撮影 ･ イ ン タ ビ ュ ー
･ 質問 ･ ア ンケ ー ト調

査 ･ ゴ ミ拾い) と まとめ

○ 原稿作成 (小寺さん講座 ･ 班別)

○ 編集 (読み方講座 ･ 原稿手直し)

○ 再取材 ･ 資料作り ･ リ - - サ ル

○ ニ ュ
ー

ス の 完成と振り返り

③

⑤

④

第三次 ｢年刊子ども ニ ュ ー ス - メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シ ー

｣

を作ろう 2 7 時間

2 学期 に 行な っ た メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シ ー の 学習を生か

しながら､ 笹 っ 子発表会で ｢ 笹尾中央公園｣ に つ い て知

られ て い な い こ とを全校 ･ 家 の方 ･ 地域 に伝えた｡

O N H K 津放送局見学

○ 舞台で の発表に 向けた台本作り

○ 舞台練習と本番

○ 振り返り (作文 ･ ポ ー ト フ ォ リ オ)

⑤

⑯

⑥

4 本実践に お ける メ タ認知能力の 獲得の 手

段

｢2 メ タ認知の機会とし て の メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シ ー

｣

で 述 べ た こ とが達成で きる よう ､ 単元指導計画を作成し

た ｡ メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シ ー を通 して メ タ認知能力を獲得

させるため に
､ 授業者が 4 つ の課題を立て ､ 獲得 の場を

作る際に 必要な事項を考えた｡

(1) メ デ ィ ア に 対する意識をつ かむ - 課題 へ の 関心

子どもたちが ｢笹尾中央公園の ことを伝えた い｣ ｢ ニ ュ
ー

ス が作られる ことは大変だがおもしろ い｣ と興味を持て

るような働きかけを意識する｡ その ため にも､ 事前リサ ー

チをして ､ 子 どもたち の テ レ ビ や ニ ュ ー ス へ の 関わりを

つ かむ｡

(2) 相手に伝える必要性を持て たか - 伝える必然性

1 学期の紙芝居セ ッ シ ョ ン で は､ ｢ め が ね理論｣ ( 眼鏡

の ふ ちが気に なると､ 見 た い物 に目が行かな い ･ 見た い

物 に集中すると､ 眼鏡 のふ ちが気に ならな い) の状態で ､

表現す る こ とを楽しん で い るが ､ 伝えた い必然性の 耕し

が十分で なか っ た ｡ 2 学期の活動は､ 1 学期の紙芝居セ ッ

シ ョ ン の反省か らス タ
ー ト し

､ 伝 えた い必然性を育て る｡

1 ･ 2 学期とも同じ地域教材 ｢笹屋中央公園｣ を扱 っ

たが
､ 様 々 な手段を使 っ て 作品作りを し､ 発表会を ゴ

ー

ル に した こ と で
､ 子 どもた ちが ｢ 笹屋中央公園の こ とを

伝えた い｣ と い う気持ちを育て る ｡

(3) 自分の 考えを相手に伝え られたか - 伝 える技術

一

つ の ニ ュ
ー ス を分析する授業を通 して ､ 情報が凝縮

され て ､ 様 々 な 工夫がされ て い る こ と に 気づ かせる｡

5 年生が ニ ュ
ー ス を作る に は､ 分か りやす い マ ニ ュ ア

ル が必要で ある｡ 自作 の ワ ー ク シ ー トや ｢ 公園を扱 っ た

こ ユ
ー ス 番組｣ の録画を活用 し､ 参考 に させる｡

活動が ニ ュ
ー

ス 番組ご っ こ に ならな い よう に､ プ ロ の

技術に触れ て す ごさから学ぶ段階を作 っ たり､ 再編集で

専門家の ア ドバ イ ス をもら っ た りする場を作る｡

班で
一

つ の こ ユ
ー ス を作る こと で ､ お互 い の考えを交

流し合い ､ メ タ認知を して いく場を活動の 中で 作り出す ｡

総合的な学習で は､ 活動を終え て から ｢振り返り｣ の

場を持ち､ 次 の活動に つ なげ て いく発展性が､ 子 どもた

ち の具体的な実践意欲に つ なが っ て いく｡

(4) 情報と経験を結びつ けたか - カ リ キ ュ ラ ム論

生活経験と結び つ か な い まま､ 断片的な情報だけ で考

え て しま い がちな現状が ある｡ 情報 (知識) と子どもた

ち の経験 (体験) とが往復運動して結び つ くため に ､ 苦

労しな い で情報を得て 納得す る の で はなく､ 手や足や目

や耳を動員し､ 社会的事実や事象の 関係を見て いく活動

を行なう ｡ そ の た め に も､ 様 々 な教科 ･ 学習場面を意識

して 活動を行ない ､ 情報と経験が結び つ く場を作る ｡

5 子 どもたちの 姿を通 して 検討課題 を振り

返 る

本実践で の 子どもたち の 姿を述 べ ながら ､ ｢4｣ で 挙げ

た 4 つ の検討課題を振り返る｡

(1) 子 どもたち の メデ ィ ア に対する意識調査

メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シ ー

に 取り組む に 当たり､ 事前 の意

識を つ かむため､ 2 0 0 6 年 9 月 27 日 ､ 本校 5 年生 (S フ人)

を対象に ､ メ デ ィ ア と の 関わり に つ い て ア ン ケ ー ト調査

をした｡

【設問1】
一

番 よく見て い る メ デ ィ ア は何 ですか

テ レ ビ 36 人 ビデオ 1 人

圧倒的 に テ レ ビが 多か っ た ｡ 理 由は ､
｢ 好 きな 番組

( ドラ マ ･ 洋画 ･ バ ラ エ テ ィ ･ 野球) が ある｣ ｢ ニ ュ
ー

ス や天気予報が分かりやす い｣ ｢ 暇 つ ぶ しに見 て い る｣

で あ っ た ｡

【設問 2】 便利だと思う メ デ ィ ア は何 です か (複数可)

テ レ ビ 1 7 人 雑誌 2 人

イ ンタ ー

ネ ッ ト 1 7 人 ラ ジオ 1 人

新聞 1 2 人 ビデオ 0 人

【テ レ ビ】 ①簡単に見た い 時 に見られる

②様 々 な番組 ( ニ ュ
ー ス

､ 事件､ 事故)

③
一

番新 しい情報

【イ ンタ ー ネ ッ ト】

①検索をすると知りたい事を知れる

②テ レ ビで はな い 内容 ･
一

番新 しい情報がある

【新聞】①詳 しく世の 中の情報が書かれ て い る

② テ レ ビに な い情報 (天気予報 テ レ ビ欄)

こ の よう に
､
メ デ ィ ア ごと の長所に気づ い て い た｡

【設問3】 とう いん プ ラ ム チ ャ ン ネ ル を見ますか

毎日 1 人 たま に 2 6 人
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週 1 伺 3 人 見た こ とな い 1 人

月 1 回 6 人

地元 の とう い ん プ ラ ム チ ャ ン ネ ル の ｢ 学校大好さ｣ の

コ ー ナ
ー

で は
､ 子 どもたちが出た学校行事か放送され

て い る o ｢ 週刊プ ラ ム ト ピ ッ ク ス｣ の コ
-

ナ ー で は､

笹尾東 ス ポ- ツ 少年団の紹介番組も放送され た o

今回 の ア ン ケ
ー ト調査か ら､ 子 どもたちは以下の こ と

に気 づ い た o

･ み ん な テ レ ビ をよく見て い る

･

メ デ ィ ア は生活に なく て はならな い もの

･ 意外 に ､ 事件 や事故に 興味を持 っ て い る

･ あま りプ ラ ム チ ャ ン ネ ル を見て い な い

｢ メ デ ィ ア｣ ｢ プ ラ ム チ ャ ン ネ ル｣ と の 自分た ち の 関

わ り方に つ い て ､ 問題意識を待 っ た よう で ある ｡ ま た､

プ ラ ム チ ャ ン ネ ル に地域の よさを伝える ｢ メ デ ィ ア｣ を

感じ て い る こ とが分か っ た ｡

(2) 班 で の ｢ 作品づく り｣ で伝える必然性を高める

学年当初から､ 子 どもた ちだけ で声を掛け合 っ て物事

を進め て い く こ と が で き な か っ た｡ E】常的な学級活動
･

授業 に お い て , 班 で活動す る こ とを意図的に仕組ん だ ｡

総合的な学習で も､ 1 学期 に ｢ 紙芝居セ ッ シ ョ ン｣ を ､

2 学期 に ｢ ニ ュ

ー

ス 作 り｣ を班ごと で 行な っ て き た｡ 自

分 た ち の 関心
･ 意欲をなかなか表現しな か っ た子 ども た

ち だが
､
1 1 月 に班 で 作成し た ニ ュ

ー

ス を ビ デ オ で掘影

し た後
,
｢ もう 一 度撮 りた い｣ と言 っ て き たo l つ の 作

品を完成させようと いう明確fj: 目標 ( ゴ
ー ル) が あると,

子 どもた ち は 自分の 思 い を出そ うとす る よ う に な っ た ｡

ビデオ 番組作 り の 様子

放 で ニ ュ - ス 作り に つ い て 話し合う中で ､ 白分 の 思 い

か赦しく ぶ つ かり合う こ と が ､ あち こ ちで 起 こ っ た o そ

の 都度､ 教師も そ ば に い て 聞き手引 こな り､ 時 に は意見を

整理 して 解決して い っ た ｡

｢ 1 年間 の 縫合で付い て き た 力｣ に つ い て振り返りを

さ せ た と こ ろ
､
｢ 協力 ･ 数 え合う力｣ ( 2 7 人) ｢ 話 し合

う力｣ ( 1 7 人) ｢ 斑 の 子をま と め る力｣ ( 11 人) ｢ け

ん かを止め る力 注意す る力｣ (.
5 人) と多く の 子か ､

ぶ つ か り合 っ た こ とを相談して乗り越えた こ と の よ さ に

気 づ い て い た o

何度も笹尾中央公園に つ い て 取材す る こ と に よ っ て ､

自分た ち の笹屋中央公園に対する認識か深ま っ て い っ た｡

メ デ ィ ア を使 っ て白分た ち の 思 い を表現す る活動をす る

こ と に よ っ て ､ 伝 え る対象 ･ お互 い の 理解を深め て い っ

た ｡ 班 で 関わり合う中で ､ 伝え る必然性を高めて い っ た o

(3) 伝え る環境に合わせた技術

1 年間 の 学習の まと めと し て 行 な っ た ､ 学習発表会

｢ 年刊子ども ニ ュ
ー ス｣

■: ' ■

の 中で ､ ゲ ス トか ら学んだ ｢ 原

稿 の読 み方講座｣ の再現をした場面を作 っ た o 舞台 の 上

で早 口言葉 の 失敗した例と成功した例を見せ て ､ 会場 の

観客に も言 っ て もらう､ 掛 け合 い の 場面を設定した o

ゲ ス ト役 の 子か マ イ ク係 の 子 に話を振り､ マ イ ク 係の

子が指名をし て 3 人に言 っ て も ら っ た｡ そ の 時､ 会場 は

ぎわ つ い て い た o そ の よ うな状況で も､ ゲ ス ト役の 子も

マ イ ク 係の 子も､ ぎ わ つ い て い る状態を治め る よ うな言

葉かけ や待 つ 態度も[j: く ､ 周 り の ざわ つ き に 声をかき消

され[j: が ら､ 自分 の セ リ フ を淡 々 と進 め た o ｢ 会場が ざ

わ つ い て い て 聞き づ ら か っ た｣ と観客か ら の 反応があ っ

f = o

伝え手に 自分の思 い を伝える に は､ 伝わ り や す い 手段

を獲得する こ とが必 要で あるo ビ デオ を前 に して ニ ュ
ー

ス を伝え る方法は､ 何回も の社会見学
. ゲ ス トテ ィーチ ャ

-

に よ る講座 ･ ニ ュ
ー

ス 作 り の 活動 を通 して ､ 何Pl も追体

験で きた の で ､ 身に つ ける こ と か で きた｡

だ が
､
そ れ だ け で は体育館で の 発表で 求め られる力を

つ け る こ とか で 主なか っ た ｡ カ メ ラ の 前で 伝える力と ､

観客 の 前で 伝える力で は違うc

同 じ内容を相手に伝える こ と をね ら い に し て も､ 状況

に 応じて 情報を伝え る力は異な る o 視聴者を集中させ る

技法を意図的に つ け て い く必要か ある o

学習発表会 の 台本は , 子 どもたち で考えさ せ て 作 らせ

たo 学習し た内容を詳しく伝え ようと､ セ
[) 7 が長く な っ

た ｡ 他学年の 子か ら ｢ 長 い セ リ フ を暗記 し て い て よ か っ

た｣ と い う感想が 多くあ り､ 評価され た ｡ ｢ 自分に つ い

て き た 力｣ と い う テ
ー

マ で 振り返りをした 時 で も､ 長 い

セ リ フ を覚え られた こ とを自信に して い た o

l 日 入学や児童会引き継 ぎ､ 卒業式 の よ びか けと い っ

た
､
そ の 後の 5 年生 で の活動で も､ 多く の 人 の前で 言う

言葉を余裕で 暗記 で き たり､ 掛当 の 役 に立候補する子が

増え た りした o

学習発表会 の 場 で ､ 多く の 聞き 手の 前で 長く話す こ と

を経験した こ と に よ っ て ､ 自分 の思 い を多く の 人 に伝え

る こ と に慣れ ､ 相手 に伝える た め に 必要な こ とを意識し

て い っ た D 多く の 聞さ手の 酪で も自分 の 思 い を伝 え る こ

とか で き る と いう ､
メ タ 認知を獲得して い っ た o
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メ タ認知能力を育て る メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シ ー 教育

最後の まとめ で ､ 長 い セ リ フ を言う場面があ っ た｡ そ

の場 に立 っ て言うだけだ っ た の で ､ 観客 の イ メ ー ジ に残

らな い方法だ っ た｡ キ
ー

ワ
ー

ドを伝える工夫とし て ､ こ

こ で も パ ワ ー ポ イ ン トを使 っ たり､ 具体物を使 っ たりな

ど､ 聴覚ととも に視覚で の工夫が必要だ っ た｡

(4) 総合と教科の往還
- カ リキ ュ ラ ム論

(1) で の事前調査を受けて ､ 実践の初めの段階に ､ ニ ュ
ー

ス 番組分析の 時間を取 っ た. N H K ｢ ほ っ と イ ブ ニ ン グ

みえ｣
( 6-

の 1 ニ ュ
ー

ス ( 約 2 分間) の原稿を聴写す る こ

と で
､ 原稿 の特色を分析体験した｡

こ の 時､ 全体 の構造が分かるよう に あらかじめ分節ご

と に分け､ 区切りを意識させながらメ モ で きるよう に ､

ワ ー ク シ ー ト を工夫した｡ 5 回聞くう ち に ､ ニ ュ
ー

ス 原

稿 の構成をつ かん で い っ た｡

と う い ん プ ラ ム チ ャ ン ネ ル ･ N H K 津放送局 へ の社会

見学､ ゲ ス トテ ィ
ー チ ャ 一

に よる講座､ 自分たちで の ニ ュ ー

ス 作り で の原稿な ど､ 様 々 な活動で ワ
ー ク シ ー トを作成

し､ 聞く ･ 考 える土台とし て の メ モ を取る具体的な手立

て をと っ た｡ こ の こ と で総合的な学習で の活動が ス ム
ー

ズ に進んだだけ で なく､ 総合的な学習以外の 時間で も､

班 やク ラ ス ､ 委員会な どで話し合う時に ､ 自分たち で必

要性を感じて メ モ を取る こと の大切さを つ かん で い た｡

ま た､ メ モ を取る こと で ､ 相手 に質問をする こと に も つ

なが っ て い た｡

学年当初､ ゆ るや か に 4 0 人 が い る だけ で ､ 強く つ な

が っ た り ぶ つ か り合 っ たりと い う雰囲気はなか っ た｡ 大

人数と い う こと で ､ 歌声や音読の パ ワ
ー が あ る反面､ 多

くの 人数 に埋もれて ､ 自分 の思 い を出す場が少なか っ た

り人任せ に したりして い ると ころを感 じた｡

そ こ で ､ 次 の 学級の 課題を立て た｡

A 授業開始時にただ教室に い るだけ で ､ 自分から声

をか けようと したり何かを しようと したり しな い ､

受 け身な気持ちで い る｡ そ の 場に 合 っ た気持ちを持

ち､ 自分た ちで 授業を進める意識を育て た い ｡

B 失敗す る の が怖くて ､ 自分 の 思 い を あまり話そ

う としな い ｡ 人数が多い の で ､ 思い を表現しなくて

も済んで きた ｡ 自分の 思い を表現で きる様 々 な機会

や
､
発言 に対して 反応する雰囲気を作りたい ｡

c 些細な こ と の 確認
･ 分 か らな い こ と ･ 些 細な ト

ラ ブ ル を､ 近くの 子 に相談せず に 教師に言う子が多

い ｡ 自分た ちで 声を掛け合う機会を作り､ 仲間の い

い点 ･ 因 っ て い る点 に気持ちが向くよう に した い ｡

年度末に ､ 子 どもた ち に ｢ 総合で 自分の 力が つ い て き

た こ と｣ と い う テ
ー

マ で
､
1 人 5 つ ず つ 自由記述させ た｡

ベ ス ト 10 は次 の通りだ っ た｡

協力 ･ 教 え合う力 (27 人)

話し合う力 (17 人)

相手 に分か るよう に伝え る力 (17 人)

大きな声を出す力 (17 人)

素早くメ モ を書く力 (17 人)

長く文章を書く力 (15 人)

自分 で考え て行動す る力 (12 人)

班 の子をまとめる力 (11 人)

長 い セ リ フ を暗記す る力 (9 人)

あ きらめな い で頑張る力 (7 人)

こ れ らの こ とば､ 総合的な学習だけで は達成で きな い ｡

今回の単元構想と同様に ､ 他教科と横断的に指導し続け

た こ と で
､ 子 どもたち に力が付い て きた ｡ カ リキ ュ ラ ム

を考え て いく上 で ､ 学習内容だ けで計画する の で はなく､

教師の子どもたちに対する願い を明確に持 つ こ と で ､ ゴ
ー

ル が見え てくる｡ ゴ
-

ル を目指す方法を模索して いく こ

とが大切で あると考える｡

今回の 実践で は､ 3 人の ゲ ス トテ ィ
ー チ ャ

- と子ども

たちは出会 っ た｡ 小寺恵さんか ら､ ｢ 原稿 の作り方講座 ･

読 み方講座｣ を受け､ 自分たち作成の原稿の添削をして

い ただ いた ｡ ｢ 小寺さんか ら学んだ こと｣ と題 して ､ そ

の 時の思 い を綴 っ た｡

1 0 月 23 日 と 1 1 月 6 日 の 2 回､ 小寺恵さん に 5 年i
教室に 来て い た だき ､ ｢ 原稿作り講座｣

'7'

と ｢ 原稿 の i

読み方講座｣
(8)

を して い ただきま した｡ !

私た ち に分かりやす い よう に ､ 小寺さん は､ か わ い㌢
い手作りの 絵 コ ン テを用意して いただき ､ 原稿の 作りi

方を分か りやすく教えて もら いま した ｡

ま た
､ 私 たちが作 っ た原稿に ､ 赤 ペ ン で し っ か りとi

ア ドバ イ ス を書 い て もら い ､ ニ ュ
ー

ス を読む時に とて…

も読みやすくなりま した｡

｢ 笑顔 で語りか ける よう に読もう｣ と小寺さん に ア

ドバ イ ス をもら いま したが ､ 私 たち に教え て くれる時

も､ 笑顔 で教えて くれ て ､
と て もうれ しか っ た で す ｡

プ ロ の小寺さんから､ ニ ュ
ー

ス 作 りの 具体的な技術を

教えて もら っ た り､ 見せて もら っ たりした｡ そ の こ とで ､

子 どもたち の ｢ 伝える技術｣ と い う情報に触れる こ とが

で きた｡ 小寺さんから の ｢ 笑顔｣ と い う情報 レ ベ ル で教

わるの で はなく､ ｢ 笑顔 で教えてくれる｣ とい う経験 レベ

ル ま で ､ 子 どもたちは感 じる こ とが できた｡ 情報と経験

が つ なが っ た こ とで ､
｢ 肯定的な学習体験｣

( 9)

を す る こ と

が で きた｡ 小寺さん の 言葉を自分の経験に つ なげる こと

が できたという点で ､ メ タ認知を深める ことが できた｡
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伊藤 事洋 . 仏三盛 年 明

小寺さ ん の 絵 コ ン テ 使用 の講座

【メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シ
ー か ら学ん だ こ と】

10 月 から 2 か月間かか っ て ､ 自分た ちの 班 で ニ ュ -

ス を作りました . 斑で意見がまとま らなく て , もめ る こ

ともよくありました o そ れ で初めて ､ ニ ュ - ス を作る に

は､ 多くの時間が扮かる こ と と ､ 正 しく分かりやす い よ

う に 見て い る人に伝える こ との 大切さを感じました o

た だ テ レ ビ を見る の じ ゃ なく て ､ 真剣に て い ね い に

テ レ ビ と付き合 っ て い 重た い と思 い ました D

ニ
ュ

ー

ス 作り に は多くの 手順が あり､ こ の 単元全体で

も9 3 時間と い う相当な時間が掛か っ た. 縫合的な学習

は ､

一

つ
一

つ の 活動を仕上げる に は時間がかか り､ 何度

も同じ過程を繰り返す こと で ､ 力か高ま っ て く る o 練 り

上げの 過程が必要で あり, 時間が掛か る実践で あ るが ､

メ タ認知を深める と いう点で 値打ちか あ ると考え る o

時間か掛か っ て 様 々 な表現方法を学ん だ ｡ ニ ュ ー ス 作

りの 方法を今後の 表現方法 の 財産に して ほ し い し, 今後

は自分た ち で 見通しを持 っ て 段取りして ほ し い と願う o

小学校国語で は , 2 - 6 年 生まで 情報活用単元が設けら

れ て い るo 言語情報 の処理 と い う観点か ら, 情報を活用

して , 自分の 考えを表現する ことが求め られて い る o また､

小学校社会では､ 情報社会 の 進展に対応して ､ 情報 ･ コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の あ り方
･ 表現活動が 重視されて い るo

今後､ 様 々 な メ デ ィ ア の普及 によ っ て ､ 事実に 対して

1 つ の 固定的な 見方で見 る の で は なく
,
と ら え る意味に

幅があり､ そ れ ぞ れ の とらえ方を吟味し合 い なが ら ､ 自

分 の 考えを見 つ め て い く こ と が必要で あ る o

( 伊藤幸洋)

6 おわりに
一

大学にお けるメ デ ィ ア ･ リテ

ラ シ ー 実践との 共同 一

伊藤実践 の共同研究者とし て ､ 実践 の 観察と分析に お

い て 佐藤が考え た こ と は , 前項ま で の 伊藤の 記述 の 中 に

織り込まれ て い る ｡
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こ こ で は 200 6 年度 に お い て 伊藤実践 の 断続的観察と

共同討議を行なう
-

方で 佐藤が実践した ｢教育課程論Ⅱ｣

( 教職科目､ 2 単位､ 後期実施) に つ い て 若干 の 紹介を

行な い た い o な ぜ な ら佐藤 の こ の 授業 の 全体テ ー マ もま

た ｢『総合的な学習 の 時間』 の テ
ー

マ 事例と して の 『メ

デ ィ ア ･ リ テ ラ シー』｣ で あり ､ 全 1 4 回申 1 2 回 の授業

を費や し て ､ メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シー に関す る学習､ 実践

的体験､ そ して作品づくりに取り組ん だ の で あるo

伊藤実践 の 観察か ら学 ん だ こ とを ｢ 教育課程論Ⅱ｣ の

授業進行に も取り入 れ て い っ た ｡ そ して , 詳述 は で きな

い が､ 例えば ､
5 で 紹介さ れ て い る伊藤学級で の メ デ ィ

ア に 関す る ア ン ケ ー トを ほ ぼ そ の ま ま の 内容で ｢教育課

程論止｣ に お い て も実施した り
､
伊藤学級で の プ ロ の 支

援を受け た こ ユ
ー ス 原稿 づ くりを見て ､ ｢ 教育課程論Ⅱ｣

で の 三重大学を紹介す る ニ ュ
ー ス o 工 C M づ く り の 活動

の配当時間を増やし､ ま た N H K 津放送局ア ナ ウ ン サ -

を ゲ ス ト に迎え てリ ハ ー

サ ル 時 に ダメ出しをし て い た だ

い た りし た o

当初思い描い た ｢ 小学校で の 実践と大字で の実践が並

行し､ 連動し合い なが ら展開して いく｣ と い う状態に は

程遠か っ た が ､ 大学数育実践が小学校教育実践か ら学ぶ

ことがまだま だたくさん ある こ とを改め て 実感した 取り

組み で あ っ た o ( 佐藤年明)

註

(i) 『広辞苑』 第五版 岩波書店 19 9 8 年

(2) 『大辞泉』 初版 小学館 19 9 5 年

(3) 鈴木みどり編 『S t u d y G u id e メ デ ィ ア
･ リ テ ラ シ

ー

【入門編】』 リ ベ ル タ出版 20 0 4 年 p . 1 9

( 4) 日本民間放送連盟編 『メ デ ィ ア リ テ ラ シ
ー

の 道具

箱』 東京大学情報学環メ ル プ ロ ジ ェ ク ト ･ 東京大学

出版会 20 0 5 年 p . 4

( 5) こ の 様子を､ 地元ケ ー ブ ル テ レ ビの とう い ん プ ラ ム

チ ャ ン ネル で ､
2 0 0 7 年 2 月 に放映され た ｡

(6) N I i K 津放送局が製作し､ 毎週月曜日 から金曜 E] ,

午後 6 時 30 分か ら午後 7 時ま で , 三宅県 ( 一部地 域

を除く) を対象に放送して い る ｡ こ の 時は､ ｢ 鈴虫取り｣

(20 0 6 年 8 月 3 1 [] 放送) と い う ニ ュ ー ス を扱 っ た｡

( 7) こ の 様子は ､ 地 元 ケ
ー

ブ ル テ レ ビ の と う い ん プ ラ ム

チ ャ ン ネ ル で ､
2 0 0 7 年 1 月 に放映され た ｡

( 8) 投票の 様子は ､ 伊藤幸洋 ｢ 出前講座 『原稿づく りと

読み 方講座』( 小 5 ･ 総合 社会 国語) - 人 と の 出

会い か ら ｢ メ デ ィ ア｣ を学 ぶ｣ 『授業づくりネ ッ ト ワ
ー

ク』 2 00 7 年 2 月号 . 学事出版 I P 5 3 - 5 5 参照o

( 9) 伊藤奉拝 ･ 佐藤年明 ｢肯定的な 学習体験を持て る算

数少人数教育｣ 『三重大学教育実践総合セ ン タ
ー

紀要』

第2 5 号 20 0 5 年 p . 6 5 - 7 0


